
清水わき 心ふれあう 嘉島町

　入学式に臨んだ嘉島東、西両小の新１年生たち
（上の組み写真）の間にあった笑顔と緊張（？）と。
続けて時計回りに新型コロナ〝間〟隔を余儀な
くされた▷嘉島中入学式▷運動場で開かれた西
小の青空始業式。そして４月 14～ 16日、役場に
掲げられた半旗。ポール先端との間が問い掛ける
のは…。
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主な内容
○ごみ焼却処分で連携覚書……③
○20年度町予算のポイント④～⑤
○町立嘉島幼稚園の閉園式……⑥
○町消防団で辞令交付…………⑦
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れ
る
た
め
当
面
、
大
型
連
休
（
Ｇ

Ｗ
）
ま
で
利
用
を
休
止
し
、
一
般

開
放
は
５
月
７
日
以
降
は
ま
だ
未

　新型コロナウイルスに伴う緊急事態宣
言が４月 16 日、都内はじめ７都府県か
ら熊本県はもとより全国 47 都道府県に
拡大して発令されるなどしたため、嘉島
町役場も緊急対応を行いました。
　役場１階の窓口を透明のカーテンで間
仕切り。来庁する方々の感染懸念を解消
する一助にしていただいています。ま
た、限られた陣容の職員への感染対策
も。国や県からの要請に応え、職員を班
分けした上、交代で在宅勤務を試行する
など万一の事態に備えています。

　

嘉
島
町
は
国
や
県
の
要
請
に

伴
っ
て
４
月
13
日
、
町
民
会
館
な

ど
町
内
公
共
施
設
の
利
用
を
休
止

す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
３
校
に

つ
い
て
も
14
日
か
ら
５
月
６
日
ま

で
再
び
臨
時
休
校
と
す
る
措
置
を

と
り
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
に
至
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
阻
止
に

当
た
る
国
や
県
の
求
め
に
応
じ
た

異
例
の
措
置
で
す
。

　

利
用
休
止
の
施
設
は
町
民
会
館
、

町
民
体
育
館
、
小
中
学
校
の
体
育

館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
総
合
運
動

公
園
、
町
ス
ポ
ー
ツ
交
流
広
場
、

町
営
運
動
場
、
高
田
み
ん
な
の
広

場
。
各
種
会
合
や
大
会
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
開
放
し
た
場
合
、「
密

集
、
密
閉
、
密
接
」
の
〝
三
つ
の

密
〟
に
つ
な
が
る
人
出
が
見
込
ま

　

嘉
島
町
区
長

会
議
の
新
年
度

初
会
合
が
４
月

17
日
、
町
役
場

で
開
か
れ
ま
し

た
。
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度

に
伴
っ
て
嘱
託

員
か
ら
区
長
へ

改
称
さ
れ
ま
し

た
が
、
町
と
地

域
を
つ
な
ぐ

〝
パ
イ
プ
役
〟

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

荒
木
町
長
が
「
住
ん
で
良
か
っ

町
民
会
館

町
内
の
小
中
３
校
再
び
休
校

な
ど
利
用
休
止

新
型
コ
ロ
ナ

町
も
厳
戒
態
勢

定
。
東
、
西
の
両
小
と
嘉
島
中
は

４
月
８
日
に
い
ず
れ
も
始
業
式
、

翌
９
日
に
入
学
式
を
開
き
、
学
校

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
県
教
委
の

要
請
で
一
転
、
再
び
一
斉
臨
時
休

校
に
。
学
習
の
遅
れ
や
運
動
不
足

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
町
内

３
校
は
そ
れ
ぞ
れ
登
校
日
を
設
け
、

子
ど
も
た
ち
の
観
察
・
指
導
に
当

た
る
方
針
。
ま
た
も
５
月
末
ま
で

町
内
３
校
が
休
校
す
る
こ
と
が
４

月
27
日
、
決
ま
り
ま
し
た
。

町
民
会
館
の
利
用
休
止
呼
び
掛
け

役場窓口に透明カーテン

新型コロナウイルス感染防止対策の一環で役場
窓口に透明のカーテンで間仕切りを施す

新年度初の区長会議
嘉島町「嘱託員」から改称

た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
町
づ
く

り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
」
と
要
請

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

町
の
取
り
組
み
を
説
明
。
議
事
で

は
、
田
植
え
期
日
や
町
道
整
備
な

ど
に
関
す
る
説
明
・
連
絡
を
受
け
、

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
13
区
の
う
ち
新
任
と
再
任

の
区
長
は
次
の
通
り
で
す
。（
◎

新
任
、
○
は
再
任
、
敬
称
略
）

行
政
区

氏   

名

○

西
村

池
川　

信
治

○

三
郎
無
田

田
端　

雅
充

◎

鯰

吉
田
三
十
志

○

滝
河
原

福
山　

辰
美

◎

高
田

樋
口　

修

◎

下
仲
間

津
﨑　

俊
一

震
災
支
援
決
議

コ
ロ
ナ
対
策
も県

町
村
会
総
会

　

荒
木
町
長
が
会
長
を
務
め
る
県

町
村
会
は
３
月
25
日
、
震
災
か
ら

の
復
旧
・
復
興
支
援
を
求
め
る
決

議
を
行
う
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
は
じ
め
県
内
全
31
町
村

の
首
長
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
熊
本
市

内
で
総
会
を
開
催
。
国
や
県
に
対

す
る
復
旧
・
復
興
支
援
の
要
望
は

中
長
期
的
な
財
源
確
保
や
地
方
創

生
、
社
会
保
障
な
ど
８
項
目
に
及

ん
で
い
ま
す
。
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全48カ所　
　作動開始

　

嘉
島
町
は
「
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
の
一
環
で
町
内
全
域

を
網
羅
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

事
業
を
進
め
、
４
月
か
ら
関
連
機

器
類
の
本
格
作
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

町
は
昨
夏
、
総
事
業
費
２
４
０

０
万
円
で
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に
着

手
。
町
内
の
各
区
と
協
議
す
る
な

ど
地
域
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
、

　

嘉
島
町
は
じ
め
上
益
城
郡
５
町

は
３
月
30
日
、
熊
本
市
と
覚
書
を

締
結
し
、
２
０
２
５
年
度
か
ら
を

め
ど
に
燃
え
る
ご
み
の
焼
却
処
分

を
同
市
東
部
環
境
工
場
に
委
託
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

上
益
城
５
町
は
現
在
、
三
つ
の

焼
却
施
設
で
燃
え
る
ご
み
を
処
理

し
て
い
ま
す
が
、
施
設
の
老
朽
化

が
進
行
。
こ
の
た
め
５
町
は
御
船

町
で
新
た
な
焼
却
施
設
の
整
備
に

乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
新
施
設
の
稼
働
は
30
年

度
以
降
の
見
込
み
。
５
町
の
現
有

３
施
設
が
24
年
度
で
延
命
化
の
た

め
改
修
が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら

新
施
設
が
稼
働
す
る
ま
で
の
間
、

同
市
に
業
務
委
託
す
る
も
の
。
同

市
で
開
か
れ
た
締
結
式
＝
写
真
＝

で
、
荒
木
町
長
ら
各
市
町
長
が
覚

書
に
署
名
・
押
印
し
ま
し
た
。

　

上
益
城
３
施
設
の
燃
え
る
ご
み

処
理
は
日
量
約
78
㌧
。
同
市
東
部

環
境
工
場
の
処
理
能
力
は
日
量
６

０
０
㌧
で
目
下
、
約
１
０
０
㌧
分

の
余
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

本
格
的
に
作
動
を
開
始
し
た
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
（
写
真
上
）。
説
明
の
注
意
書
も
（
同
下
）

御
船
署
や
小
中
学
校
な
ど
関
係
団

体
と
検
討
を
重
ね
て
町
内
を
ほ
ぼ

カ
バ
ー
す
る
カ
メ
ラ
の
設
置
ポ
イ

ン
ト
全
48
カ
所
を
選
定
。

　

小
中
学
校
周
辺
や
児
童
・
生
徒

の
通
学
路
な
ど
で
の
設
置
工
事
は

３
月
ま
で
に
全
て
終
わ
り
、
既
に

カ
メ
ラ
は
作
動
中
で
す
。
録
画
は

も
と
よ
り
最
新
鋭
の
機
能
を
備
え

た
防
犯
カ
メ
ラ
だ
け
に
、
後
を
絶

た
な
い
犯
罪
の
抑
止
や
認
知
症
の

お
年
寄
り
の
見
守
り
な
ど
へ
の
活

用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
十

分
配
慮
し
、
適
切
な
運
用
を
図
っ

て
い
く
」
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

地
点
に
次
ぎ
４
番
目
。

　

県
内
で
は
全
用
途
の
平
均
変
動
率
が
プ
ラ
ス
１
・
９
％

に
。
住
宅
地
、
商
業
地
、
工
業
地
の
３
用
途
そ
ろ
っ

て
３
年
続
け
て
上
昇
し
ま
し
た
。
熊
本
市
中
心
部
で

相
次
ぐ
再
開
発
が
全
体
の
伸
び
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
み
ら
れ
ま
す
。

　

公
示
地
価
は
嘉
島
町
な
ど
県
内
13
市
７
町
の
２
５

１
地
点
で
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
が
３
月
18
日
に
発
表
し
た
嘉
島
町
の

２
０
２
０
年
１
月
１
日
現
在
の
公
示
地
価
変
動
率
が

住
宅
地
で
プ
ラ
ス
４
・
６
％
、
上
昇
率
で
県
内
４
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
住
宅
地
の
変
動
率
は
、
震
災
の
17
年
調
査
で

マ
イ
ナ
ス
１
・
７
％
と
下
落
し
た
も
の
の
、
翌
18
年

に
は
１
・
８
％
の
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
昨
年
は
３
・
３
％

増
と
上
昇
基
調
。
今
年
は
上
昇
率
で
熊
本
市
内
の
３

２
０
２
０
年　

公
示
地
価

ご
み
焼
却
委
託
へ

嘉
島
町

な
　
ど

県内４位

嘉島町　防犯カメラ

熊
本
市
と
覚
書
締
結

嘉島町の住宅地上昇率

国
交
省
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喫
緊
の
課
題
だ
っ
た
待
機
児
童
が
、
町
立
幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
と
保
育
園
の

新
設
（
定
員
１
２
０
人
）
で
ゼ
ロ
と
な
る
な
ど

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整
備
・
充
実
を
さ
ら

に
加
速
。
20
年
度
は
西
小
の
校
舎
増
築
に
３
億

７
０
０
０
万
円
を
計
上
。

　

償
還
計
画
に
基
づ
く
公
債
費
や
人
件
費
な
ど

の
義
務
的
経
費
は
27
億
６
１
２
１
万
１
０
０
０

円
に
。
物
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
経
常
的
経
費

を
切
り
詰
め
、
こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
に
ら

ん
だ
東
部
台
地
の
土
地
区
画
整
理
事
業
費
１
億

２
８
６
４
万
５
０
０
０
円
や
、
安
全
・
安
心
な

暮
ら
し
向
き
に
欠
か
せ
な
い
道
路
・
橋
り
ょ
う

の
新
設
・
改
良
費
２
億
９
４
４
万
７
０
０
０
円

な
ど
重
点
配
分
し
て
い
ま
す
。

2020年度 町の主な事業（予算の使い道）
 ［扶助費］ 
施設型（保育）給付費扶助 ７億4000万０千円
児童手当扶助 ２億5926万０千円
障害者自立支援給付費扶助 １億1648万２千円

 ［補助費など］ 
上益城消防組合負担金 １億3659万５千円
益城嘉島西原環境衛生施設組合負担金  
 9211万９千円
農地維持・資源向上共同活動支払交付金  
 3151万１千円
御船地区衛生施設組合負担金 3143万５千円
上益城広域連合負担金	 1250万９千円
戸建木造住宅耐震診断補助金 1020万０千円

 ［維持補修費］ 
町道維持補修費 5516万７千円

 ［普通建設事業費］ 
運動公園整備事業 １億0000万０千円
東部台地土地区画整理事業 １億2864万５千円
道路橋りょう新設改良事業 ２億0944万７千円
都市防災総合推進事業 １億1000万０千円
西小学校校舎増築事業 ３億7000万０千円

 ［繰　出　金］ 
公共下水道事業特別会計繰出金  
 １億9355万８千円
介護保険特別会計繰出金 １億3176万２千円
後期高齢者医療広域連合負担金  
 １億2179万０千円
後期高齢者医療特別会計繰出金 3195万８千円
国民健康保険特別会計繰出金 7315万８千円
簡易水道事業特別会計繰出金 3179万４千円

議会費 6513万５千円

総務費 ７億3145万２千円

民生費 20億4915万６千円

衛生費 ３億6660万５千円

農林水産業費 ２億8649万４千円

商工費 1014万１千円

土木費 11億0787万６千円

消防費 １億8330万１千円

教育費 ８億6157万７千円

災害復旧費 ２千円

公債費 ５億8056万５千円

予備費 3686万７千円

2020年度 歳出予算額 62億7917万１千円

　2020年度　　　　　　　予算ポイント　　　　　　嘉島町

　総額62億7917万1000円に上る2020年度の嘉島町
一般会計当初予算のポイントを歳出、歳入別にご
紹介します。
　町民の皆さんに一定水準の暮らし向きと安全・
安心な地域を保障する民生費や、これまでの町債
を償還していく公債費などで町の〝台所事情〟が
厳しさを増す中、「活力とうるおい」を次代へと
つないでいく重点施策を積極推進する予算編成。
このため前年度に比べて７億8854万3000円、率に
して14 .4％の増額となりました。
　とはいえ、昨年までに震災被災者の恒久的な住
まいとなる災害公営住宅も完成。これからは復
旧・復興ベースから震災前の規模へスムーズな軌
道修正が不可避となります。　　（総務課財政係）

歳 入

議会費
1.0%

予備費
0.6%

総務費
11.7%

民生費
32.6%

町税
27.6%

国県支出金
30.3%

町債
10.6%

繰入金
10.9%

地方交付税
地方特例交付金
11.1%

地方消費税交付金等
3.4%

地方譲与税
0.7%

繰越金
0.5%

衛生費
5.8%

農林水産業費
4.6%

分担金および負担金
1.1%

使用料および手数料
1.0%

財産収入・寄付金
・諸収入
2.8%

土木費
17.6%

消防費
2.9%

教育費
13.7%

災害
復旧費
0.0% 公債費

9.3%

商工費
0.2%

歳 出

自主財源（43.9％）依存財源（56.1％）

歳
　
　
出
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堅
調
な
人
口
増
加
や
企
業
誘
致
の
成
果
を
踏
ま
え
、

町
民
税
や
固
定
資
産
税
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

た
だ
、
国
内
外
を
揺
る
が
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
地
方
財
政
へ
の
影
響
も
予
断
を
許
さ
な
い
と

こ
ろ
。

　

自
主
財
源
の
軸
と
な
る
町
税
を
前
年
度
比
７
・
７

㌽
増
の
17
億
３
１
４
２
万
円
と
見
込
ん
だ
結
果
、
自

主
財
源
の
総
額
は
27
億
５
３
３
８
万
７
０
０
０
円
に

上
り
、
前
年
度
か
ら
１
億
３
０
２
９
万
５
０
０
０
円

の
増
額
。
た
だ
、
構
成
比
43
・
９
％
は
３
・
９
㌽
の

ダ
ウ
ン
。

　

逆
に
、
国
・
県
支
出
金
19
億
５
５
７
万
２
０
０
０

円
や
地
方
交
付
税
６
億
９
３
２
６
万
２
０
０
０
円
な

ど
の
増
額
も
あ
っ
て
依
存
財
源
の
比
率
が
56
・
１
％

に
伸
び
て
い
ま
す
。
町
債
も
６
億
６
４
４
６
万
６
０

０
０
円
に
上
っ
て
い
ま
す
。

町税 17億3142万0千円

繰入金 6億8153万9千円

分担金および負担金 6803万8千円

使用料および手数料 6565万2千円

財産収入 3930万9千円

繰越金 3000万0千円

諸収入 2942万9千円

寄付金 1億0800万0千円

地方交付税 6億9326万2千円

地方特例交付金 1000万0千円

国県支出金 19億0557万2千円

地方譲与税 4094万2千円

利子割交付金 100万0千円

配当割交付金 190万0千円

株式譲渡所得割交付金 150万0千円

地方消費税交付金 1億9800万0千円

環境性能割交付金 720万0千円

交通安全対策特別交付金 194万2千円

町債 6億6446万6千円

2020年度 歳入予算額 62億7917万1千円

2020年度   嘉島町特別会計予算
国民健康保険特別会計予算

11億0617万7千円

住宅新築資金等貸付特別会計予算
22万４千円

介護保険特別会計予算	
８億4039万２千円

公共下水道事業特別会計予算
７億2166万０千円

後期高齢者医療特別会計予算
１億3160万２千円

簡易水道事業特別会計予算
３億0329万９千円

　20年度の町特別会計は前年度に引き続き国民健康保険
はじめ６会計です。特別会計の総額は歳入、歳出とも31
億335万4000円で前年度に比べて約15㌽アップ。
　特に、東部台地の土地区画整理事業に伴い、公共下水
道７億2166万円は前年度比３割近く、簡易水道３億329
万9000円も実に７割を超す増額会計となっています。

歳 入

議会費
1.0%

予備費
0.6%

総務費
11.7%

民生費
32.6%

町税
27.6%

国県支出金
30.3%

町債
10.6%

繰入金
10.9%

地方交付税
地方特例交付金
11.1%

地方消費税交付金等
3.4%

地方譲与税
0.7%

繰越金
0.5%

衛生費
5.8%

農林水産業費
4.6%

分担金および負担金
1.1%

使用料および手数料
1.0%

財産収入・寄付金
・諸収入
2.8%

土木費
17.6%

消防費
2.9%

教育費
13.7%

災害
復旧費
0.0% 公債費

9.3%

商工費
0.2%

歳 出

自主財源（43.9％）依存財源（56.1％）

歳
　
　
入

活力とうるおい   次代へ

新型コロナの影響   懸念

2020年度

予算ポイント
嘉島町

特別会計
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　「
心
の
ケ
ア
」
必
要

　
　
　
　
　
上
益
城
は
減
る
傾
向

嘉島町立嘉島幼稚園の閉園式で関係者の労をねぎらっ
た荒木町長。認定こども園「かしま幼稚園」に移行

　

嘉
島
町
な
ど
上
益
城
地
域
の
児

童
・
生
徒
の
う
ち
熊
本
地
震
の
影

響
で
「
心
の
ケ
ア
が
必
要
」
と
さ

れ
た
の
は
、
県
教
委
と
熊
本
市
教

委
の
２
月
調
査
で
５
４
０
人
で
し

た
。

　

両
教
委
の
４
月
10
日
の
発
表
に

よ
り
ま
す
と
、
県
内
の
公
立
小
中

高
校
と
特
別
支
援
学
校
で
「
ケ
ア

が
必
要
」
と
判
断
さ
れ
た
児
童
・

生
徒
は
１
２
５
０
人
で
前
回
（
昨

年
10
月
）
か
ら
97
人
減
少
し
、
２

０
１
６
年
５
月
の
調
査
開
始
以
来
、

最
少
と
な
り
ま
し
た
。
前
回
か
ら

８
人
減
っ
た
上
益
城
の
５
４
０
人

は
調
査
対
象
の
７
・
６
％
を
占
め

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

調
査
は
両
教
委
が
発
災
以
来
、

年
度
ご
と
に
３
回
ず
つ
実
施
し
て

い
ま
す
。「
な
か
な
か
眠
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
」「
怖
く
て
落
ち
着

か
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と
い
っ
た

小
学
生
10
項
目
、
中
高
生
15
項
目

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
面
談
か
ら

各
学
校
が
ケ
ア
の
必
要
性
を
判
断

し
て
い
ま
す
。

　

嘉
島
町
立
嘉
島
幼
稚
園
が
４
月

か
ら
認
定
こ
ど
も
園
へ
移
行
す
る

の
に
伴
う
閉
園
式
が
３
月
24
日
、

同
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

閉
園
に
当
た
り
、
荒
木
町
長
は

町
内
の
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
健
や

か
に
育
ん
で
い
く
た
め
、
民
間
の

活
力
と
英
知
の
結
集
を
図
っ
て
い

く
方
向
性
を
示
し
、「
こ
れ
ま
で

尽
力
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
、

協
力
団
体
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　

重
ね
て
、
岩
永
啓
次
園
長
が
お

別
れ
の
言
葉
を
述
べ
、
教
職
員
ら

が
作
成
し
た
園
の
歩
み
を
振
り
返

る
ス
ナ
ッ
プ
写
真
集
「
思
い
出
の

ア
ル
バ
ム
」
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
園
は
２
０
０
９
年
、
そ
れ
ま

で
の
町
立
東
、
西
両
幼
稚
園
を
統

合
し
て
開
園
。
今
春
の
卒
園
児
を

含
め
、
３
３
５
人
に
上
る
子
ど
も

た
ち
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
４

月
か
ら
は
幼
保
連
携
型
の
認
定
こ

ど
も
園
「
学
校
法
人
常
盤
学
園
か

し
ま
幼
稚
園
」（
定
員
１
０
５
人
）

に
衣
替
え
し
て
再
出
発
す
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

嘉
島
町
は
じ
め
県
内
12
市
町
村

が
震
災
被
災
者
の
た
め
に
整
備
し

た
災
害
公
営
（
復
興
）
住
宅
に
入

居
す
る
世
帯
で
65
歳
以
上
の
高
齢

者
世
帯
が
51
％
に
上
っ
て
い
る
こ

と
が
４
月
10
日
、
県
の
ま
と
め
で

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

県
が
３
月
末
時
点
で
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
対
象
１
５
４
２
世
帯
の

う
ち
７
９
０
世
帯
が
高
齢
者
世
帯
。

市
町
村
別
で
割
合
が
最
も
高
か
っ

た
の
は
宇
土
市
で
68
％
。
次
い
で

嘉
島
町
66
％
。
熊
本
市
は
50
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
昨
年
ま
で
に
計
画
し

た
復
興
住
宅
４
団
地
54
戸
が
完
成

し
、
被
災
者
の
方
々
の
新
た
な
生

活
が
ス
タ
ー
ト
。
今
年
３
月
ま
で

に
県
内
の
全
68
団
地
１
７
１
５
戸

の
整
備
が
完
了
し
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

最
後
の
園
長
と
し
て
町
立
幼
稚
園
の
歩
み

な
ど
を
振
り
返
っ
た
岩
永
啓
次
園
長

嘉
島
町
鯰
の
災
害
公
営
住
宅
「
浮
明
団

地
」

町立の歴史
幕閉じる

児童・生徒

　嘉島町の災害公営住宅

　高齢者世帯 66％に

嘉島幼稚園

震災　　　４年から

広報かしま2020.5
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幹
部
に
辞
令
交
付

か
し
ま
広
域
農
場

 

資
材
庫
を
建
設
へ

交
通
安
全  
呼
び
掛
け

春
の
全
国
運
動
　
恒
例
行
事
中
止
も

　

嘉
島
町
消
防
団
の
幹
部
団
員
へ

の
辞
令
交
付
式
が
４
月
15
日
、
町

役
場
で
行
わ
れ
、
森
嶋
英
治
団
長

が
新
任
７
部
長
一
人
ひ
と
り
に
辞

令
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
開
か
れ
た
団
幹
部
会

議
で
、
荒
木
町
長
が
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
中
で
も
町
民
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
消
防

団
の
崇
高
な
使
命
は
変
わ
ら
な

い
」
と
防
災
の
要
と
し
て
の
働
き

に
期
待
を
表
明
。
森
嶋
団
長
は

「
４
年
前
を
振
り
返
る
ま
で
も
な

　

農
事
組
合
法
人
「
か
し
ま
広
域

農
場
」
の
農
業
生
産
資
材
庫
の
建

設
起
工
式
が
４
月
７
日
、
上
島
の

現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

資
材
庫
は
Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
嘉

島
支
所
近
く
に
確
保
し
た
約
３
０

０
０
平
方
㍍
の
用
地
に
新
築
。
鉄

骨
平
屋
、
延
べ
床
面
積
約
１
５
０

平
方
㍍
。
６
月
に
は
完
成
す
る
見

込
み
で
、
総
事
業
費
は
約
２
５
０

０
万
円
。

　

起
工
式
で
、
工
藤
健
一
組
合
長

は
「
地
域
に
貢
献
で
き
る
持
続
可

能
な
営
農
に
努
め
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
、
荒
木
町
長
も
嘉

◆
荒
木
町
長
も
街
頭
へ　
「
春
の

交
通
安
全
運
動
」
が
４
月
６
～
15

日
、
嘉
島
町
は
も
と
よ
り
全
国
一

斉
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
春
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
、
嘉
島
な
ど
御
船
署
管
内

４
町
合
同
出
発
式
は
じ
め
恒
例
の

く
、
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い

災
害
に
常
に
備
え
て
い
こ
う
」
と

訓
示
、
改
め
て
機
械
・
器
具
類
の

点
検
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

新
任
部
長
は
次
の
通
り
で
す

（
敬
称
略
）。

　

◇
第
１
分
団
▽
第
１
部
長　

髙

松
秀
行
▽
第
２
部
長　

上
野
幸
成

▽
第
３
部
長　

山
河
猛
志
◇
第
２

分
団
▽
第
１
部
長　

塚
本
浩
二
▽

第
２
部
長　

藤
嶋
祐
太
郎
◇
第
４

分
団
▽
第
２
部
長　

穴
井
紀
一
郎

▽
第
３
部
長　

松
本
勝
巳

事
故
防
止
や
啓
発
の
行
事
が
次
々

と
中
止
に
な
る
異
例
の
事
態
。

　

そ
れ
で
も
町
内
で
は
町
交
通
安

全
協
会
、
母
の
会
、
町
議
会
議
員
、

交
通
指
導
隊
、
小
中
学
校
関
係
者
、

町
職
員
な
ど
が
主
要
交
差
点
で
黄

色
い
横
断
旗
を
手
に
連
日
街
頭
活

動
。
10
日
に
は
荒
木
町
長
に
よ
る

町
内
巡
視
が
行
わ
れ
、
児
童
・
生

徒
た
ち
を
見
守
り
ま
し
た
。

登
校
す
る
児
童
・
生
徒
た
ち
を
見
守
る
荒

木
町
長

勢
ぞ
ろ
い
し
た
嘉
島
町
消
防
団
４
分
団
各

部
長
の
皆
さ
ん

か
し
ま
広
域
農
場
が
建
設
す
る
資
材
庫
の

起
工
式

島
農
業
の
新
た
な
拠
点
へ
の
期
待

を
表
明
し
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
運
動
に
ち
な
ん
で
４

月
10
日
、
歩
行
者
用
の
横
断
旗
が

町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
横
断
中
」
と
大
書
し
た
黄
色

い
ビ
ニ
ー
ル
旗
１
５
０
本
で
、「
悲

惨
な
交
通
事
故
を
防
止
し
よ
う
」

と
い
う
大
福
物
流
（
甲
佐
町
）
の

社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で
す
。

　

贈
呈
式
が
役
場
で
行
わ
れ
、
同

社
の
土
持
公
太
郎
副
社
長
か
ら
横

断
旗
を
受
け
取
っ
た
髙
野
隆
教
育

長
が
「
小
中
学
校
の
通
学
路
な
ど

に
常
置
し
、
事
故
防
止
に
役
立
て

て
い
き
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
＝
写
真
。

嘉島町

嘉
島
町
　
消
防
団

◆
横
断
旗
を
町
に
寄
贈　
嘉
島
町

内
は
も
と
よ
り
全
国
で
展
開
中
の
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新型コロナ対策　徹底

　嘉島東小は、令和初の新入生 43 人
（男子 23 人、女子 20 人）を迎える入学
式を４月９日に開きました。
　新１年生たちは真新しいランドセルを
背負って初登校。担任の先生から一人
ひとり名前を呼ばれ、元気良く「はい」。
小野久子校長が「『よ』いことをたくさ
んし、『い』のちを大切に、『こ』ころ優
しく」と〝よいこ〟になる三つお願い。
　新型コロナウイルス対策で在校児童の
列席が見合される中、荒木町長（代読＝
藤瀬伸二・町総務課長）が励ましの言葉、
在校児童代表の橋本夏未さんから「一緒
に楽しい学校生活を送りましょう」と歓
迎のエールが送られました。

よ
い
こ
…
三
つ
の
お
願
い

　

新
１
年
生
を
迎
え
る
嘉
島
西
小
の
入
学
式
が
４
月

９
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
ド
ア
や
窓
を

ほ
ぼ
全
開
に
し
た
同
小
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
初
登
校
し
た
令

和
初
の
新
入
生
は
男
子
33
人
、
女
子
40
人
の
合
わ
せ

て
73
人
。
名
前
の
点
呼
に
続
き
、
信
國
満
徳
校
長

と
「
自
分
の
命
を
大
切
に
し
、
そ
し
て
あ
い
さ
つ
を

す
る
」
と
い
う
二
つ
の
約
束
を
し
た
新
入
生
た
ち
を
、

荒
木
町
長
は
「
明
る
く
元
気
な
小
学
生
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。

　

在
校
児
童
を
代
表
し
て
唯
一
、
参
列
し
た
金
子
夏

歩
さ
ん
（
６
年
）
が
ワ
ク
ワ
ク
に
あ
ふ
れ
る
西
小
で

「
楽
し
く
な
る
学
校
の
〝
秘
密
〟
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

東
小
の
小
野
久
子
校
長

西
小
の
信
國
満
徳
校
長校

長
先
生
と
二
つ
の
約
束

 新１年生
　お祝い

嘉
島
東
小

嘉
島
西
小

広報かしま2020.5
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写
真
は
嘉
島
中
の
入
学
式
か
ら
。
上
右

は
新
入
生
代
表
の
髙
森
悠
吏
さ
ん
、
上

左
は
早
田
宗
生
校
長
、
右
は
荒
木
町
長
、

下
は
様
変
わ
り
し
た
入
学
式
会
場
の
様

子
　

嘉
島
中
の
第
70
回
入
学
式
が
４

月
９
日
に
開
か
れ
、
令
和
〝
第
１

期
生
〟
と
な
る
新
入
生
１
０
２
人

（
男
子
51
人
、
女
子
51
人
）
が
中

学
校
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま

し
た
。

　

新
入
生
た
ち
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
た
め
マ
ス
ク
着
用
。

早
田
宗
生
校
長
は
「
ど
ん
な
夢
を

持
っ
て
い
ま
す
か
、
ど
ん
な
人
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
か
」
と
問

い
掛
け
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
な

ど
を
掲
げ
た
同
中
の
教
育
目
標
に

触
れ
、「
限
り
な
い
夢
を
抱
い
て

努
力
を
」
と
求
め
ま
し
た
。

　

参
列
者
が
限
ら
れ
る
中
、
荒
木

町
長
が
「
将
来
へ
の
基
礎
を
築
く

重
要
な
中
学
の
３
年
間
、
日
々
努

力
し
て
先
を
見
通
す
力
を
養
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
。
唯
一
参
列

し
た
生
徒
会
の
石
坂
音
羽
・
副
会

長
（
３
年
）
が
在
校
生
を
代
表
し

て
「
仲
間
た
ち
と
輝
く
笑
顔
で
充

実
し
た
中
学
校
生
活
に
」
と
エ
ー

ル
を
送
る
と
、
新
入
生
代
表
の
髙

森
悠
吏
さ
ん
が
「
予
習
・
復
習
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
部
活
動
に
頑

張
り
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

　

幼
保
連
携
の
認
定
こ
ど
も
園
「
か
し
ま
幼
稚
園
」

開
園
式
が
４
月
10
日
、
同
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
３

月
で
閉
園
し
た
町
立
嘉
島
幼
稚
園
を
引
き
継
ぎ
、
学

校
法
人
「
常
盤
学
園
」（
熊
本
市
）
が
運
営
に
当
た

り
ま
す
。

　

開
園
式
は
入
園
式
を
兼
ね
、
荒
木
町
長
が
民
間
の

活
力
と
知
恵
を
生
か
し
た
運
営
に
期
待
を
表
明
。
同

学
園
の
吉
岡
友
章
理
事
長
と
冨
岡
美
江
園
長
が
地
域

に
支
え
ら
れ
た
町
立
幼
稚
園
の
伝
統
に
「
常
盤
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
加
え
、
地
域
の
方
々
か
ら
も
愛
さ
れ

る
幼
稚
園
を
目
指
し
ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

同
園
の
新
入
園
児
は
３
～
５
歳
児
24
人
で
、
町
立

時
か
ら
の
在
園
児
と
合
わ
せ
84
人
で
の
ス
タ
ー
ト
。

令
和
３
年
度
は
０
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。 「かしま幼稚園」開園

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
式
に
臨
ん
だ
荒
木

町
長

 様変わり
　入学式在校生不在　マスク姿

嘉
島
中

限
り
な
い
夢
へ

誇
り
持
ち
努
力

認定こども園

広報かしま 2020.5
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嘉
島
東
小
、
西
小
、
そ
し
て
嘉
島
中
の
町
内
３
校
に
も
２
０

２
０
年
度
、
異
動
や
新
規
採
用
に
伴
っ
て
新
た
に
先
生
方
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
広
報
か
し
ま
５
月
号
の
恒
例
企
画

「
よ
う
こ
そ
！　

先
生
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
な
お
、
カ
ッ
コ

内
は
前
任
校
（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

 教諭

上
うえむら

村　聡
さとし

（広安小）

①
西
小
は
２
回
目
と
な
り
ま
す
。

前
回
勤
務
し
た
時
、
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ま
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
今
回
は
自
分
が
学
校

や
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
。

②
仕
事
も
家
庭
も
優
先
順
位
を
決

め
て
。

③
特
に
な
い
の
で
す
が
、〝
飲
む
〟

の
は
好
き
で
す
。

 教諭

有
ありみず

水　由
ゆ か

佳
（松橋小）

①
上
益
城
で
勤
務
す
る
の
は
初
め

て
で
す
。
早
く
学
校
に
慣
れ
た
い

と
思
い
ま
す
。

②
整
理
整
頓
。
身
の
回
り
の
乱
れ

は
心
の
乱
れ
。
机
上
や
教
室
は
常

に
美
し
く
保
ち
た
い
で
す
。

③
家
で
メ
ダ
カ
を
飼
育
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
メ
ダ
カ
の
シ
ー
ズ

ン
な
の
で
楽
し
み
で
す
。  教頭

出
いでなが

永　展
まこと

（八代支援学校）

①
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
も
ち
、
ひ

と
み
輝
か
せ
な
が
ら
、
伸
び
伸
び

と
活
動
で
き
る
嘉
島
東
小
で
あ
る

よ
う
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
汗
を
流

し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
家
族
を
大
切
に
！　

夫
婦
円
満

に
暮
ら
せ
る
よ
う
努
力
。

③
旅
行
す
る
の
が
好
き
で
す
。
そ

の
土
地
の
歴
史
、
名
物
や
珍
品
を

 教諭
にし

村
むら

　恭
きょうへい

平
（新規採用）

①
こ
の
春
、
大
学
を
卒
業
し
、
嘉

島
町
で
先
生
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

一
日
も
早
く
嘉
島
西
小
の
皆
さ
ん

と
仲
良
く
な
り
た
い
で
す
。

②
毎
日
笑
顔
！　

毎
日
全
力
！
で

頑
張
り
ま
す
。

③
ス
ポ
ー
ツ
は
何
で
も
や
り
ま

す
。
特
に
サ
ッ
カ
ー
が
得
意
で
す
。

キ
ャ
ン
プ
や
釣
り
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
な
ど
ア
ウ
ト
ド
ア
も
大
好
き
で

す
。

知
っ
た
り
、
見
た
り
、
体
験
し
た

り
し
、
よ
い
経
験
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
道
の
駅
巡

り
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。 教諭

富
とみやす

安　道
みち

子
こ

（広安西小）

①
分
か
る
・
楽
し
い
授
業
づ
く
り

を
心
が
け
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に

学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

②
謙
虚
な
姿
勢
を
大
切
に
し
た
い
。

③
趣
味
は
懸
賞
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
電
動
自
転
車
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
が
当
た

り
ま
し
た
。

 教諭

酒
さか

井
い

　遼
りょう

（新規採用）

①
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
、

成
長
の
た
め
に
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
嘉
島
町
の
こ

と
も
た
く
さ
ん
知
っ
て
、
第
二
の

ふ
る
さ
と
に
し
た
い
で
す
。

②
と
に
か
く
楽
し
く
‼　

一
生
懸

命
‼

③
ス
ポ
ー
ツ
（
フ
ッ
ト
サ
ル
）
と

旅
行
が
趣
味
で
す
。
イ
タ
リ
ア
に

語
学
留
学
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

 教諭

児
こ

玉
だま

　知
ち

夏
なつ

（新規採用）

①
小
学
校
で
の
勤
務
は
初
め
て
で

す
。
何
事
に
も
精
い
っ
ぱ
い
取
り

組
み
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学
ん

で
い
き
ま
す
。

②
一
つ
一
つ
丁
寧
に
。
ま
ず
は
私

が
楽
し
む
―
を
大
切
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。

③
趣
味
は
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
で

す
。
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
大
好
き
で
見
に
行
き
ま
す
。

　
　
嘉
島
西
小

　
　
嘉
島
東
小

水の郷の学び
　多彩な助っ人 質

問
事
項

　

①
嘉
島
町
に
赴
任
す
る
に
当
た
っ
て
の
抱
負

　

②
日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
・
信
条

　

③
趣
味
や
特
技

よ
う
こ
そ
！ 
先
生
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―
嘉
島
中
は
２
度
目
と
か
。

　

も
う
20
年
近
く
前
、
技
術
家
庭

の
教
諭
と
し
て
３
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
頑
張
り
屋
の
生
徒

た
ち
に
、
熱
い
ハ
ー
ト
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
恵
ま
れ
、
い
い
思
い

出
ば
か
り
。
嘉
島
の
印
象
は
「
き

れ
い
」。
今
だ
と
、
の
ど
か
に
広

が
る
麦
畑
。
風
に
揺
れ
る
緑
の

じ
ゅ
う
た
ん
が
や
が
て
金
色
に
色

づ
い
て
ゆ
く
、
そ
の
美
し
さ
に
は

言
葉
を
失
い
ま
す
。

―
時
節
柄
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
は
？

　

登
校
時
の
検
温
は
じ
め
、「
３

密
」
回
避
で
通
気
性
や
間
隔
の
確

保
な
ど
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

一
斉
臨
時
休
校
で
生
徒
た
ち
の
い

な
い
学
校
の
寂
し
さ
を
改
め
て
思

い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
や
は
り
学

校
は
生
徒
た
ち
の
笑
顔
に
あ
ふ
れ

る
場
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
来
年
は
嘉
島
中
創
立
70
周
年
。

先
の
入
学
式
で
は
夢
を
語
り
…
。

　

嘉
島
中
の
教
育
目
標
に
も
あ
る

よ
う
に
「
夢
の
実
現
に
向
け
て
共

に
努
力
す
る
」
な
ら
、
生
徒
た
ち

が
輝
き
だ
す
、
気
持
ち
の
い
い
あ

い
さ
つ
が
飛
び
交
う
こ
と
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
、

生
徒
た
ち
に
寄
り
添
う
の
が
教
師

の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
ご
趣
味
は
？

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
中
学
の
部
活

で
始
め
て
以
来
、
高
校
、
大
学

と
一
貫
し
て
取
り
組
み
、
今
も

チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
（
？
）。
丸

い
ボ
ー
ル
の
扱
い
、
ネ
ッ
ト
を
挟

ん
だ
駆
け
引
き
が
だ
い
ご
味
で
す
。

 教諭
まつ

村
むら

　光
みつひろ

洋
（県文化課）

①
嘉
島
中
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

生
徒
と
と
も
に
学
び
、
成
長
し
て

い
き
た
い
で
す
。

②
家
庭
と
健
康
を
大
切
に
し
た
い

で
す
。

③
趣
味
は
読
書
と
ギ
タ
ー
を
弾
く

こ
と
で
す
。
日
々
、
練
習
し
て
、

自
在
に
弾
け
る
よ
う
に
な
る
の
が

目
標
で
す
。

 教諭

村
むらかみ

上　雅
まさかず

和
（大津支援学校）

①
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
、
学

校
が
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
、
先

生
方
と
協
力
し
て
頑
張
り
ま
す
。

②
元
気
が
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る

‼　

何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
‼

③
ス
ポ
ー
ツ
や
温
泉
に
行
く
こ
と

が
好
き
で
す
。

 教諭

緒
お

方
がた

　仁
まさのり

紀
（氷川中）

①
自
然
の
事
物
・
現
象
を
五
感
で

感
じ
と
り
な
が
ら
、
理
科
の
楽
し

さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

②
「
出
会
い
は
成
長
の
種
」。
皆

さ
ん
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て

一
生
懸
命
に
頑
張
り
ま
す
。

③
娘
と
遊
ぶ
こ
と
。
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
、
温
泉
、
空
手
。

 教諭

平
ひら

野
の

　優
ゆ き

希
（新規採用）

①
早
く
嘉
島
中
の
皆
さ
ん
と
仲
良

く
な
り
、
楽
し
い
国
語
の
時
間
を

共
有
し
て
い
き
た
い
で
す
。

②
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
す
る
。

③
読
書
、
映
画
鑑
賞
、
旅
行
。

 事務主幹

田
た

代
しろ

　研
けんいち

一
（乙女小）

①
経
理
担
当
で
あ
り
ま
す
の
で
迅

速
、
正
確
に
！
を
モ
ッ
ト
ー
に
心

掛
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
あ
り
が
と
う
と
い
う
言
葉
と
感

謝
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で

す
。

③
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
（
原
付
か

ら
大
型
ま
で
）
で
の
ツ
ー
リ
ン
グ

お
よ
び
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
結
構
好

き
で
す
。

　
　
嘉
島
中  

輝
く
生
徒
ら　

あ
い
さ
つ
飛
び
交
う
学
校
に

質
問
事
項

① 

嘉
島
町
に
赴
任
す
る

に
当
た
っ
て
の
抱
負

② 

日
頃
の
モ
ッ
ト
ー
・

信
条

③
趣
味
や
特
技

　◇はやた・むねお  56歳。
山鹿市菊鹿町出身、熊本
市在住。振り出しの旧菊
池東中や熊本大付属中な
どで教壇に立ち、県教委
勤務も。熊本大教育学部
卒。

嘉島中校長に就任した

早田　宗生さん

先
生 
よ
う
こ
そ
！
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地
域
の
安
全
・
安
心
に
ド
ロ
ー
ン

　

嘉
島
町
な
ど
管
轄
す
る
上
益
城

消
防
組
合
（
御
船
町
）
に
３
月
18

日
、
小
型
無
線
機
ド
ロ
ー
ン
が
１

機
、
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
船
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
福

味
総
一
郎
会
長
）
が
創
立
50
周
年

を
記
念
し
、
社
会
貢
献
活
動
の
一

環
で
贈
っ
た
も
の
。
カ
メ
ラ
や
ラ

イ
ト
と
共
に
音
声
再
生
機
能
も
備

え
た
タ
イ
プ
（
60
万
円
相
当
）
で
、

災
害
時
の
情
報
収
集
な
ど
へ
の
活

区　
　
　

分

開
示
請
求

実
施
機
関
名

町 

長

計

請
求
件
数

７

７

請求・申し出に対する決定等の内容

全
部
開
示

３

３

部
分
開
示

２

２

不
開
示

２

２

不
存
在

０

０

存
否
拒
否

０

０

取
り
下
げ

０

０

区　

分

口

頭

に

よ

る

個
人
情
報
開
示
請
求

実
施
機
関

町　

長

計

試
験
等
の　
　

名　
　

称

嘉
島
町
職
員

（
一
般
事
務
）

採
用
試
験

開
示
件
数

５

５

　

嘉
島
町
で
は
、
情
報
公
開
条
例

お
よ
び
個
人
情
報
保
護
条
例
を
２

０
０
２
（
平
成
14
）
年
４
月
１
日

か
ら
施
行
し
、
そ
の
運
用
を
毎
年

度
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

19
（
令
和
元
）
年
度
の
運
用
状

況
は
次
の
通
り
で
す
。

●
情
報
公
開
条
例

　

議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
開
示
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
開
示

請
求
に
対
す
る
不
服
申
し
立
て
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例

　

議
会
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管

理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委

員
会
お
よ
び
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
に
対
す
る
個
人
情
報
の
開

示
請
求
（
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求

を
除
く
）、
訂
正
請
求
お
よ
び
是
正

の
申
し
出
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
個
人
情
報
の
開
示
請
求
お

よ
び
訂
正
請
求
に
対
す
る
不
服
申

し
立
て
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

詳
し
く
は
町
企
画
情
報
課
☎
２

３
７
‐
２
６
４
１
ま
で
。

　

※
「
口
頭
に
よ
る
個
人
情
報
開

示
請
求
」
と
は
、
実
施
機
関
が
あ

ら
か
じ
め
定
め
た
個
人
情
報
に
つ

い
て
、
口
頭
に
よ
る
開
示
請
求
を

認
め
る
も
の
で
、
現
在
、
町
職
員

の
採
用
試
験
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

町
情
報
公
開
条
例

昨
年
度
の
運
用
状
況

用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

荒
木
町
長
を
表
敬
訪
問　

　

嘉
島
町
内
の
小
中
学
校
に
今
春
、

新
た
に
赴
任
し
て
き
た
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
４
月
１
日
、
町
役
場
に

荒
木
町
長
を
訪
ね
、
着
任
の
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
で
恒
例
の
受
け
入
れ

式
が
中
止
さ
れ
、
学
校
ご
と
に
異

例
の
表
敬
と
な
り
ま
し
た
＝
写
真

は
嘉
島
中
の
先
生
方
。嘉

島
東
、
西
小

　 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

　 
運
動
場
で
始
業
式

　

嘉
島
町
内
の
小
中
学
３
校
は
４
月
８
日
、
そ

ろ
っ
て
始
業
式
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

で
３
月
２
日
、
一
斉
臨
時
休
校
に
入
っ
た
３
校

は
当
初
の
予
定
変
更
で
休
校
を
延
長
、
引
き
続

き
春
休
み
に
。
児
童
・
生
徒
た
ち
が
不
在
だ
っ

た
学
校
に
１
カ
月
超
ぶ
り
で
活
気
が
戻
り
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
、
東
、
西
両
小
の
始
業

式
は
通
例
、
各
体
育
館
で
行
う
と
こ
ろ
、
会
場

を
運
動
場
に
移
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

西
小
に
は
好
天
の
下
、
元
気
に
登
校
し
た
２

～
６
年
生
が
互
い
に
間
隔
を
取
り
合
い
、
運
動

場
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
勢
ぞ
ろ
い
。
信
國
満

徳
校
長
は
そ
れ
ぞ
れ
進
級
し
て
迎
え
る
新
学
期

へ
の
心
構
え
を
説
き
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

気
持
ち
を
」
と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

青空の下、運動場で開かれた嘉島西小の始業式
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  新型コロナウイルス対策

　まずは、一般的な感染症対策や健康管理を心掛けてください。
　具体的には、せっけんによる手洗いや手指消毒用アルコールによる消毒などを行い、できる限り混雑
した場所を避けてください。また、十分な睡眠をとっていただくことも重要です。
　また、人混みの多い場所は避けてください。屋内でお互いの距離が十分に確保できない状況で一定時
間を過ごすときはご注意ください。
（１）手洗い
　ドアノブやバスのつり革などさまざまなものに触れることで、自分の手にもウイルスが付着している
可能性があります。外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などこまめに手を洗います。

（２）普段の健康管理
　十分な睡眠とバランスのよい食事を普段から心掛け、免疫力を高めておきます。
（３）適度な湿度を保つ
　空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下します。乾燥しやすい室内では加湿器などを使って、
適切な湿度（50 ～ 60％）を保ちます。

ほかの人にうつさないために、せきエチケットを！
　せきエチケットとは、感染症を他者に感染させないために、せき・くしゃみをする際、マスクや
ティッシュ、ハンカチ、袖、肘の内側などを使って、口や鼻を押さえることです。
　対面で人と人との距離が近い接触（互いに手をのばしたら届く距離でおよそ２㍍とされています）が、
一定時間以上、多くの人々との間で交わされる環境は、リスクが高くなります。感染しやすい環境に行
くことを避け、手洗い、せきエチケットを徹底しましょう。
� 役場町民課

感染予防一人ひとり徹底を

正しい手の洗い方

せっけんで洗い終わったら、十分に水で流し、清潔なタオルやペーパータオルでよく拭き取って乾かします。

流水でよく手をぬらした後、せっけん
をつけ、手のひらをよくこすります。
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町
税
の
納
付 

一
時
的
に
困
難
な
方
の
納
税
相
談

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

町
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
一
時
的
に
困

難
な
方
は
、
税
務
課
徴
収
係
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

例
え
ば
、

・ 

納
税
者
が
そ
の
事
業
を
廃
止
、
ま
た

は
休
止
し
た
と
き

・ 

納
税
者
が
そ
の
事
業
に
つ
い
て
著
し

い
損
失
を
受
け
た
と
き

・ 

納
税
者
や
生
計
を
一
に
す
る
ご
家
族

が
病
気
に
か
か
っ
た
り
損
傷
し
た
と

き
―
と
い
っ
た
場
合
な
ど
で
す
。

　
　

役
場
税
務
課
徴
収
係

☎
２
３
７－

２
６
３
９

個
人
向
け
緊
急
貸
し
付
け

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
収

入
の
減
少
で
、
生
活
資
金
に
お
悩
み
の

方
々
に
無
利
子
で
保
証
人
不
要
の
緊
急

貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
収
入

の
減
少
で
、
一
時
的
な
貸
し
付
け
を
必

要
と
す
る
世
帯
な
ど
で
す
。

　

最
大
20
万
円
ま
で
の
貸
し
付
け
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
当
初
の
１
年
間
は

返
済
不
要
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

農
家
な
ど
へ
の
金
融
支
援

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

収
入
が
減
少
し
て
い
る
農
林
漁
業
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
、
県
独
自
の
「
緊
急
支

援
資
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

○
借
り
入
れ
限
度
額　

１
千
万
円

○
返
済
期
間　

最
大
10
年
間
で
当
初
３

　

年
間
は
返
済
不
要

○
保
証
料　

不
要

○
無
利
子　

５
年
間　

※
融
資
に
は
金
融
機
関
の
審
査
あ
り
。

こ
の
ほ
か
、日
本
政
策
金
融
公
庫
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
の
利
用
が
可
能
。

　
　

日
本
政
策
金
融
公
庫
熊
本
支
店

☎
３
５
３－

３
１
０
４

中
小
企
業
者
向
け
県
融
資
制
度

　

熊
本
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
売
上
が
減
少
し
て
い
る
中

小
企
業
向
け
の
融
資
制
度
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
制
度
の
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
融
資
の
申

し
込
み
や
相
談
は
お
近
く
の
商
工
会
議

所
や
商
工
会
、
中
小
企
業
団
体
中
央
会
、

取
扱
金
融
機
関
へ
（
融
資
に
は
金
融
機

関
お
よ
び
信
用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。

５ 月 の 納 税 等 ６ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談
固定資産税………………①　期
軽自動車税………………全　期
保育所利用料……………５月分
町営住宅使用料…………５月分
下水道使用料……………４月分

納期限日（口座振替日）
　　　　　　６月１日（月）

町県民税…………………①　期
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 }②　期
介護保険料
保育所利用料……………６月分
町営住宅使用料…………６月分
下水道使用料……………５月分
納期限日（口座振替日）
　　　　　　６月30日（火）

毎月　第４水曜日
午後６時～午後８時

５月 27 日
６月 24 日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

町税務課員が対応します。
☎ 237−2639（直通）

↑

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
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☎
３
３
３－

２
３
０
０

ご
注
意
く
だ
さ
い

出
せ
ま
せ
ん
！
事
業
系
ご
み 

家
庭
ご
み
集
積
所
に
出
さ
な
い
で

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
出
る
ご
み
の
う

ち
、
産
業
廃
棄
物
に
該
当
し
な
い
ご
み

を
「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
（
事
業
系
ご

み
）」
と
言
い
ま
す
。
事
業
系
ご
み
は

「
廃
棄
物
の
処
理
お
よ
び
清
掃
に
関
す

る
法
律
」
で
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
適
切
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
般
家

庭
か
ら
出
る
ご
み
と
変
わ
ら
な
い
ご
み

で
あ
っ
て
も
、
事
業
系
ご
み
を
家
庭
ご

み
集
積
所
に
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

排
出
量
に
関
係
な
く
不
法
投
棄
と
み
な

さ
れ
ま
す
。

　

事
業
者
自
ら
が
処
理
施
設
な
ど
へ
搬

入
す
る
か
、
町
の
許
可
を
受
け
た
一
般

廃
棄
物
収
集
運
搬
業
許
可
業
者
に
収
集

を
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
業
活
動
と
は
店
舗
、
会
社
、

工
場
な
ど
の
営
利
を
目
的
と
す
る
活
動

だ
け
で
な
く
、
学
校
や
病
院
、
官
公
署

な
ど
が
行
う
公
共
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
活

動
も
含
ま
れ
ま
す
。
従
業
員
の
飲
食
な

ど
に
伴
っ
て
出
る
ご
み
と
い
っ
た
本
来

の
業
務
以
外
で
発
生
す
る
ご
み
も
、
事

業
系
ご
み
に
な
り
ま
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－
２
５
９
７

ペ
ッ
ト
守
る
心
構
え
、
備
え
を

　

災
害
時
に
ペ
ッ
ト
を
守
れ
る
の
は
飼

い
主
だ
け
で
す
。
災
害
が
起
き
て
か
ら

で
は
な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
の
心
構
え
や

備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

む
や
み
に
ほ
え
な
い
、
ケ
ー
ジ
に
入

る
な
ど
の
し
つ
け
を
日
常
的
に
し
て
お

く
と
、
避
難
所
へ
一
緒
に
避
難
し
た
際
、

周
囲
の
生
活
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
迷
子
に
な
っ
た
時
の

た
め
、
首
輪
や
迷
子
札
を
必
ず
装
着
し
、

ノ
ミ
・
ダ
ニ
の
駆
除
な
ど
健
康
管
理
を

こ
ま
め
に
行
う
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
　

御
船
保
健
所　

☎
２
８
２－

０
０
１
６

農
繁
期
の
農
作
業 

ご
理
解
、
ご
協
力
を 

　
～
消
毒
、
わ
ら
焼
却
の
煙
～

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
米
・
麦
・
大

豆
の
農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。

　

農
家
の
方
は
、
農
作
物
の
栽
培
管
理

に
お
い
て
消
毒
を
行
っ
た
り
、
や
む
を

得
ず
麦
わ
ら
、
稲
わ
ら
の
焼
却
を
行
っ

た
り
す
る
場
合
に
は
、
風
向
き
な
ど
に

ご
配
慮
い
た
だ
き
、
隣
接
す
る
住
宅
に

お
住
ま
い
の
方
へ
の
事
前
の
声
掛
け
や
、

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
時
間
帯
を
避

け
る
な
ど
の
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
地
周
辺
の
住
民
の
方
は
、
周
辺
農

地
の
様
子
に
も
留
意
、
消
毒
が
行
わ
れ

り
ま
す
）。

　
　

県
商
工
振
興
金
融
課　

☎
３
８
３－

２
３
１
４

育
児
相
談
を
中
止

　

３
月
に
配
布
し
た
「
令
和
２
年
度
嘉

島
町
乳
幼
児
健
診
予
定
表
」（
み
ど
り

色
）
で
案
内
し
た
「
育
児
相
談
」
は
当

分
の
間
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

防
止
の
た
め
中
止
と
致
し
ま
す
。
感
染

状
況
な
ど
見
極
め
た
再
開
時
期
に
つ
い

て
は
広
報
か
し
ま
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

中
止
期
間
中
も
、
お
子
さ
ん
の
身
体

測
定
の
希
望
、
成
長
・
発
達
・
育
児
に

関
す
る
相
談
な
ど
は
個
別
で
適
宜
対
応

し
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
連
絡
願

い
ま
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

人
権
へ
の
配
慮

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た

臆
測
や
う
わ
さ
に
基
づ
く
行
動
は
、
過

度
の
不
安
を
あ
お
り
、
誰
か
を
傷
つ
け

る
こ
と
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
次
の
よ
う
な
こ

と
を
心
掛
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
上
の
誤
っ
た
情
報
を
安
易
に

広
め
な
い
。

○
国
や
県
、
市
町
村
が
発
信
す
る
正
確

な
情
報
に
基
づ
い
て
判
断
、
行
動
を
す

る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
情
報
に
つ
い
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

県
人
権
セ
ン
タ
ー　
　

　熊本県は豊かな自然環境に恵まれ、
スイカやあか牛、マダイなど、さまざ
まな農林水産物の生産が盛んです。
　新型コロナウイルスのため、相次ぐ
イベントの中止・延期や、外出の自粛
要請の今、ご家庭でおいしい県産の農
林水産物をご賞味ください。栄養満点
で免疫力アップも期待されます。
　　県農林水産政策課　

☎３３３−２３６４

↑
【
16
面
に
続
く
】

県
産
農
林
水
産
物
い
か
が

ぜ
ひ
県
産
の
花
を

　熊本県は、宿根カスミソウが全国１
位、トルコギキョウも全国２位の出荷
量を誇る花の産地です。
　今年は新型コロナウイルスのため、
各種イベントなどの縮小・中止が相次
いでおり、花の需要が例年に比べ大幅
に落ち込んでいます。
　花は見る人の心を癒やしてくれる

「心の栄養源」です。こんな時だから
こそ、職場や自宅に花を飾ってみませ
んか。
　　県農産園芸課　

☎３３３−２３９２

こんな時だからこそ
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そ
う
で
あ
れ
ば
戸
口
や
窓
を
閉
め
る
、

洗
濯
物
な
ど
の
外
干
し
を
控
え
る
な
ど

の
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
消
毒　

麦　

４
月
上
旬
～
中
旬

　
　
　
　

米　

９
月
上
旬

◎
わ
ら
焼
却　

麦　

６
月
上
旬
～
中
旬

　
　
　
　
　
　

米　

 
10
月
上
旬
～
11
月

上
旬

　
　

役
場
農
政
課
農
政
係

☎
２
３
７－

２
６
２
９

　
　

上
益
城
農
協
嘉
島
支
所
購
買

☎
２
３
７－

０
０
９
８

ご
存
じ
で
す
か

？

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

成
人
用
予
防
接
種
を
次
の
通
り
、
実

施
し
ま
す
。
対
象
者
の
方
に
は
通
知
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
通
知
を
接
種
さ
れ

る
町
内
委
託
医
療
機
関
に
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

○
期
間

　

～
令
和
３（
２
０
２
１
）年
３
月
31
日

○
個
人
負
担
金　

　

２
５
０
０
円

○
対
象
者

・ 

65
歳
（
昭
和
30
年
４
月
２
日
～
昭
和

31
年
４
月
１
日
生
）

・ 

70
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
～
昭
和

26
年
４
月
１
日
生
）

・ 

75
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２
日
～
昭
和

21
年
４
月
１
日
生
）

・ 

80
歳
（
昭
和
15
年
４
月
２
日
～
昭
和

16
年
４
月
１
日
生
）

・ 

85
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
～
昭
和

11
年
４
月
１
日
生
）

・ 

90
歳
（
昭
和
５
年
４
月
２
日
～
昭
和

６
年
４
月
１
日
生
）

・ 
95
歳
（
大
正
14
年
４
月
２
日
～
大
正

15
年
４
月
１
日
生
）

・ 
１
０
０
歳
（
大
正
９
年
４
月
２
日
～

大
正
10
年
４
月
１
日
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
心
臓
、

腎
臓
、
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に
日
常

生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障

害
が
あ
る
方
お
よ
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
害

が
あ
る
方

　

※
助
成
対
象
の
接
種
は
期
間
中
の
み

で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
過

去
に
こ
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

方
は
対
象
外
で
す
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

☎
２
３
７－

２
５
７
４

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種 

ク
ー
ポ
ン
券
ご
利
用
を

　

令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
、
風
し
ん

の
追
加
的
対
策
と
し
て
、
左
記
の
男
性

は
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
無

料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
抗
体

保
有
率
が
他
の
世
代
に
比
べ
て
低
く

（
約
80
％
）
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

◆
昭
和
47
年
４
月
２
日
～
同
54
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性

　

昨
年
６
月
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。
ク
ー
ポ
ン
券
に
記
載
し
て

い
る
有
効
期
限
が
１
年
間
延
長
さ
れ
、

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
だ
、
抗
体
検
査
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
今
年
度
中
に
受
診

願
い
ま
す
。

◆
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
同
47
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
男
性

　

４
月
中
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

ま
し
た
。
令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
宅
に
届
い
た

文
書
・
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
読
み
い
た
だ

き
、
医
療
機
関
や
健
診
な
ど
で
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種
を
受

診
す
る
際
は
、
必
ず
ク
ー
ポ
ン
券
と
本

人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ク
ー
ポ
ン
券
が
な
い
場
合
、
抗

体
検
査
・
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

抗
体
検
査
は
、
町
住
民
健
診
で
も
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
特
定
健
診

嘉
島
東
小
の
入
学
式
か
ら

ワンショット

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑

【嘉島町内「成人用肺炎球菌」定期接種実施の医療機関】
医療機関名 住所 電話番号

山地外科胃腸科医院 上島2491 237-0003

香田整形外科 北甘木2018 237-2811

よしむら内科・循環器科 上島2299－1 235-7773

大串内科 鯰2789－1 234-7873

たなか内科眼科 鯰1898－3 235-7235

さかた耳鼻咽喉科 鯰1834－1 237-4133

西村病院 北甘木2085 237-1551
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を
受
診
さ
れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

ス
ト
ッ
プ
愛
の
む
ち
！ 

体
罰
や
暴
言
に
よ
ら
な
い
子
育
て

　
「
児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法

律
」
が
４
月
か
ら
一
部
改
正
さ
れ
、
親

権
者
な
ど
に
よ
る
体
罰
は
許
さ
れ
な
い

も
の
と
し
て
法
定
化
さ
れ
ま
す
。

　
「
し
つ
け
」
の
つ
も
り
で
も
、
体
罰

で
は
子
ど
も
の
行
動
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
た
た
か
れ
た
恐
怖
心
な
ど
を

強
い
る
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
子
ど

も
の
成
長
の
助
け
に
な
ら
な
い
ば
か
り

か
、
心
身
の
発
達
な
ど
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
【
子
ど
も
と
向
き
合
う
と
き
の
工
夫

例
】

〇
ま
ず
は
「
た
た
か
な
い
、
怒
鳴
ら
な

い
」
と
心
に
決
め
る
。

〇
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
た
ら
爆
発
前
に

ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
す
る
。

〇
子
ど
も
の
話
を
聞
い
て
み
る
。「
そ
の

行
動
に
は
何
か
理
由
が
あ
る
か
も
…
」

〇
育
児
の
負
担
を
抱
え
込
ま
な
い
（
家

族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
身
近
な
人
に
相

談
す
る
、
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

な
ど
）。

　

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
体
罰

に
よ
ら
な
い
子
育
て
の
た
め
に
」
な
ど

ご
参
考
に
。

　
　

役
場
町
民
課
こ
ど
も
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査

　

家
庭
用
飲
料
水
の
水
質
検
査
を
実
施

さ
れ
た
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
の
基
準
に

適
合
し
て
い
る
か
検
査
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
町
が
委
託
し
た
検
査
機
関
が
お
お

む
ね
月
２
回
検
査
を
実
施
。
検
査
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役
場
都
市
計

画
課
環
境
係
に
採
水
容
器
を
取
り
に
来

て
い
た
だ
き
、
検
査
日
当
日
に
採
水
し
、

正
午
ま
で
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
検
査

結
果
お
よ
び
検
査
代
金
の
領
収
書
は
、

後
日
検
査
機
関
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

○
検
査
対
象　

家
庭
用
の
飲
料
水

○
６
月
ま
で
の
検
査
日　

５
月
20
日

（
水
）
６
月
３
日
（
水
）
６
月
17
日
（
水
）

○
採
水
方
法　

採
水
容
器
セ
ッ
ト
に
同

封
さ
れ
て
い
る
「
採
水
の
手
引
き
」
を

ご
覧
の
上
、
ご
自
身
で
採
水
し
て
く
だ

さ
い
。

○
検
査
項�

目　

11
項
目
（
一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
亜
硝
酸
窒
素
、
硝

酸
態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態

窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有

機
物
、
ｐ
Ｈ
値
、
味
、
臭
気
、

色
度
、
濁
度
）

○
検
査
代
金　

３
３
０
０
円
（
採
水
し

た
水
を
ご
持
参
さ
れ
た
際
に
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
）

○
補
助
金
額　

１
６
０
０
円
（
検
査
費

用
の
２
分
の
１
、
百
円
未
満
切
り
捨

て
）。
後
日
、
指
定
さ
れ
た
口
座
に
振

り
込
み
ま
す
。

○
申
込
先　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

※
検
査
日
に
水
を
ご
持
参
さ
れ
る
際
、

検
査
代
金
と
認
め
印
、
補
助
金
の
振
込

先
が
分
か
る
通
帳
な
ど
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
５
９
７

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。

　

減
免
希
望
の
方
は
、
役
場
建
設
課
下

水
道
係
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
料
金
徴
収
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

↑
【
18
面
に
続
く
】

休日当番医

５月10日（日）山地外科胃腸科医院（嘉島町） 
 ☎２３７−０００３

５月17日（日）のぐち皮ふ科（嘉島町） 
 ☎２３７−４１１２

５月24日（日）たなか内科眼科（嘉島町） 
 ☎２３５−７２３５

５月31日（日）榊田泌尿器科外科医院（御船町） 
 ☎２８２−６３６３

６月７日（日）藤岡医院（御船町） 
 ☎２８２−０４０５

６月14日（日）古閑整形外科胃腸科医院（御船町） 
 ☎２８４−２０１０
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話
し
て
み
ま
せ
ん
か

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

５
月
27
日
（
水
）
弁
護
士

　

６
月
24
日
（
水
）
弁
護
士

　

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電

話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員

（
原
則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問
題
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪
質
商

法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が
無
料

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
町
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
当
分
の
間
、
来

庁
は
控
え
て
、
可
能
な
限
り
、
電
話
で

の
相
談
を
お
願
い
し
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

　
「
１
日
数
分
の
作
業
で
月
に
数
百
万

円
を
稼
ぐ
」「
〇
万
円
が
〇
億
円
に
な

る
投
資
法
」
と
い
っ
た
お
金
も
う
け
の

ノ
ウ
ハ
ウ
と
称
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
で
売
買
さ
れ
る
情
報
商
材
に
関

連
す
る
相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
【
事
例
１
】

　
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
り
ア
ク
セ
ス

数
を
増
や
す
こ
と
で
、
誰
で
も
簡
単
に

１
日
10
万
円
稼
げ
る
」
と
い
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
書
き
込
み
に
興
味
を
持
ち
、
ネ
ッ
ト

で
１
万
円
の
情
報
商
材
を
購
入
し
た
。

す
る
と
、
ア
ク
セ
ス
数
を
増
や
す
ツ
ー

ル
な
ど
を
次
々
と
電
話
で
勧
誘
さ
れ
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
90
万
円
、
現
金

で
85
万
円
を
支
払
っ
た
。「
命
が
け
で

サ
ポ
ー
ト
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た

の
に
、
実
際
は
サ
ポ
ー
ト
が
な
く
、
も

う
か
ら
な
い
。

　
【
事
例
２
】

　
「
仮
想
通
貨
を
ア
プ
リ
で
運
用
し
て

も
う
け
る
」
と
い
う
動
画
が
メ
ー
ル
で

届
き
、
資
金
が
半
年
ご
と
に
30
倍
に
な

る
と
説
明
し
て
い
た
。
も
う
か
る
と

思
い
、
約
10
万
円
を
カ
ー
ド
決
済
し

た
直
後
、「
一
瞬
に
し
て
資
産
数
千
倍
。

先
着
10
名
」
と
い
う
メ
ー
ル
が
届
き
、

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
追
加
で
50
万
円
を

カ
ー
ド
決
済
し
た
。
し
か
し
、
ア
プ
リ

は
届
か
ず
、
事
業
者
と
も
連
絡
が
と
れ

な
い
。

　

●
簡
単
に
は
稼
げ
な
い
！　

高
額
契

約
を
迫
る
勧
誘
も

　

情
報
商
材
の
広
告
や
宣
伝
に
は
、

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
広
告
・
投
稿
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
広
告
で
は
、
大
金
を
手
に
入
れ

ら
れ
る
こ
と
や
簡
単
な
作
業
で
あ
る
こ

と
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
、

「
簡
単
に
稼
げ
る
内
容
で
は
な
い
」「
事

前
に
説
明
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
が
な
い
」

「
返
金
保
証
に
応
じ
て
く
れ
な
い
」
と

い
う
苦
情
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
値
引
き
や
限
定
を
強
調

し
て
次
々
に
契
約
を
迫
り
、
十
分
に
検

討
す
る
時
間
を
与
え
ず
に
契
約
さ
せ
よ

う
と
し
ま
す
。

◇
ト
ラ
ブ
ル
に
合
わ
な
い
た
め
に
◇

　

※ 　

事
業
者
の
説
明
を
容
易
に
信
用

し
な
い
。

　

※ 　

少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら

事
業
者
へ
連
絡
し
な
い
。

　

※ 　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
高
額

決
済
や
借
金
を
し
て
ま
で
契
約
を

し
な
い
。

　

そ
の
ほ
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

《
巧
妙
な
う
た
い
文
句
、
も
う
け
話
に
注
意
！
》

見
守
り
新
鮮

情
報
5
月
号

【
17
面
か
ら
続
く
】

◇�お断り　問い合わせ
先は各項の末尾です。
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110　内線 261 ～ 265）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

☎ 

2
3
7

−

0
0
4
4

　

★
交
通
事
故
多
発
！
★

　

御
船
署
管
内
で
は
減
少
傾
向
に
あ
る

け
が
の
無
い
交
通
事
故
が
嘉
島
町
で
は

増
加
し
て
い
ま
す
。　

　

薄
暮
時
の
前
照
灯
の
早
め
点
灯
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
た
運
転
、
○
○
し
な

い
「
だ
ろ
う
運
転
」
で
は
な
く
、
○
○

す
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
「
危
険
予

知
運
転
」
を
心
掛
け
る
な
ど
、
運
転
者

一
人
ひ
と
り
が
交
通
事
故
防
止
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。

○交通事故・刑法犯の発生状況� （件数）３月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が

（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
　
引

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R2.3 14 54 0 0 1 0 0 0

R2 累計 22 156 0 1 5 0 0 0

前年比 －3 ＋5 ± 0 ＋1 －7 －1 ± 0 －1

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R2.3 20 130 0 0 2 0 0 0

R2 累計 54 419 2 3 8 1 0 1

前年比 －16 －32 －1 ＋3 －5 －3 ± 0 －2

「ゆっぴー安心メール」
 登録しよう！

会員を随時募集しています！

　「ゆっぴー安心メール」とは、子ども・女性・高齢者などの安全確保や地域の
犯罪防止を図るため、県内で発生した
　◎  声掛け事案、不審者の出没など、子どもに対する犯罪の前兆と思われる事

案情報
　◎ 行方不明、高齢者などの手配、迷い人に関する情報
　◎ 高齢者などの安全・安心に関する情報
　◎ 防犯パトロールなどに有益な情報
　◎ 強盗など重要または特殊な犯罪発生に関する情報
　◎ 電話で「お金」詐欺などの被害防止に関する情報
といった、安全・安心に関する情報を警察から登録された方の携帯電話やパソ
コンにメールで配信するものです。
　「ゆっぴー安心メール」へのご登録をお願いします！

　登録を希望される方は携帯電話・パソコンから、
k110@ansin.police.pref.kumamoto.jp へ空メールを送信してく
ださい。
　携帯電話からの会員登録は、QR コードを読み取ると、自
動的に会員用のアドレスが携帯電話に読み込まれます。詳し
くは、御船警察署生活安全課までお問い合わせください！

QR コード
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人権問題の正しい理解のために 〔その335〕
さまざまな
　　　課題

◎人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センターで随時受け付けています。ご相談内容
によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日　８：３０～１７：１５　☎２３７－０４６４（嘉島町上六嘉９１７）

　感染症については、まず、予防および治療といった医学的な対応が不可欠であることは言うま
でもありませんが、それとともに、患者や家族などに対する偏見や差別意識の解消など、人権尊
重の視点も重要です。
　また、難病はその種類も多くさまざまな病気の特性があり、個人差があるため、一見して病気
と分かる場合もあれば、外見上はあまり変化がなく、健康な人と変わらない場合もあります。そ
のため、病気に対する無理解や偏見により、心ない言葉を掛けられるなどの差別を受けることが
あります。
　だからこそ、病気について正しく理解し、こうした偏見や差別を払しょくすることが必要です。

※熊本県人権同和政策課／啓発資料より

病気について正しく理解し、偏見や差別をなくしましょう

感染症・難病などを巡る人権

理解してもらえなくて…
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「
嘉
島
町
民
会
館　

ホ
ー
ル
『
ア
ク
ア
』
催
し
案
内
」

と
「
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
」
で
開
催
さ
れ
る
各
種
会

合
や
大
会
な
ど
を
ご
案
内
す
る
本
誌
の
定
番
ペ
ー
ジ
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
休
載
し
ま
し
た
。

　
「
読
書
は
私
の
習
慣
」
と
言
う
嘉

島
町
文
化
協
会
長
の
河
原
君
代
さ
ん

（
65
）
は
人
生
の
節
目
、
節
目
で
進
む

べ
き
道
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
す
て
き

な
本
と
の
〝
出
会
い
〟
に
恵
ま
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い
幅
広
い
読
書

体
験
の
中
か
ら
「
私
の
１
冊
」
を
お
尋

ね
し
た
と
こ
ろ
、「
や
っ
ぱ
り
童
話
で

し
ょ
う
か
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
に
グ
リ
ム
、

イ
ソ
ッ
プ
、
ロ
シ
ア
の
民
話
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
ト
ル
ス
ト
イ
の
『
イ
ワ
ン
の

ば
か
』
…
」
な
ど
懐
か
し
そ
う
に
振
り

返
り
、「
幼
い
こ
ろ
、
青
春
時
代
、
そ

し
て
今
に
至
っ
て
も
想
像
の
翼
を
広
げ

さ
せ
て
く
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の
源

に
も
な
っ
て
い
ま
す
」。

　

八
代
市
の
ご
出
身
。「
親
が
子
に
本

を
買
い
与
え
る
な
ん
て
そ
う
そ
う
な

か
っ
た
時
代
、
子
ど
も
た
ち
の
た
ま
り

場
は
貸
本
屋
さ
ん
で
し
た
。
私
は
小
学

校
の
こ
ろ
ご
両
親
が
そ
ろ
っ
て
学
校
の

先
生
だ
っ
た
お
友
達
の
家
に
入
り
浸
り

（
？
）。
本
が
い
っ
ぱ
い
で
私
に
と
っ
て

は
ま
る
で
宝
箱
が
大
集
合
し
た
、
お
と

ぎ
の
世
界
で
し
た
」

　

以
来
、
い
つ
も
本
と
共
に
歩
み
、

「
読
書
抜
き
の
人
生
は
考
え
ら
れ
な

い
」
と
断
言
す
る
〝
活
字
中
毒
〟
ぶ
り
。

「
い
ろ
ん
な
仕
事
と
人
間
模
様
、
社
会

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
、
人
生
の

何
か
ら
何
ま
で
本
を
通
し
て
学
ん
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
思
議
な
こ
と

に
一
連
の
読
書
体
験
そ
の
も
の
に
ス

ト
ー
リ
ー
が
生
ま
れ
、
本
は
読
み
手
の

人
生
を
豊
か
に
紡
い
で
く
れ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
」

　

◇　
　

◇

　

新
企
画
「
私
の
１
冊　

思
い
出
の
本

か
し
ま
読
書
」
は
嘉
島
町
ゆ
か
り
の

方
々
に
本
や
読
書
に
ま
つ
わ
る
お
話
を

伺
う
聞
き
書
き
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

嘉島町文化協会長　河原　君代さん

　原則、開館は火曜～日曜（９～
17 時）で月曜休館。ブックポスト
は休館でも利用できます。

《５～６月の休館日》
５月 11、18、25 日
６月１、８、15、22、29 日☎ 237-0058

お断りおすすめ本
線は、僕を描く
　� �砥上　裕將
流浪の月
　� �凪良　ゆう
ＶＲが変える　これからの仕事図鑑
　� �著者　赤津　慧　監修　鳴海　拓志
怒りが消える心のトレーニング
　� �安藤　俊介
真夜中の陽だまり
　� �編者　三宅　玲子
夫のトリセツ
　� �黒川　伊保子
老筋トレ
　� �枝光　聖人
〈レンタルなんにもしない人〉というサービスをはじめます。
　� �レンタルなんにもしない人
ēスポーツのすべてがわかる本
　� �黒川　文雄
グレタたったひとりのストライキ
　� �マレーナ・エルンマン、ベアタ・エルンマン、
　　　　　　　グレタ・トゥーンベリ、スヴァンテ・トゥーンベリ
� 羽根　由、寺尾　まち子　訳

いちばんさいしょのプログラミングえほん
　� �絵　オオノマサフミ　監修　小林　祐紀
すっきり解決！�人見知り
　� �監修　名越　康文
おりがみ 王子のカワイイ！�けれど難しすぎる”おりがみ
　� �有澤　悠河
14歳、明日の時間割
　� �鈴木　るりか
ねこねこ日本史でよくわかる日本の歴史　飛翔編
　� �原作　そにしけんじ　監修　福田　智弘
ひとりでできる　子どもキッチン
　� �上田　淳子
私
わたし
はどこで生

い
きていけばいいの？

　� �文　ローズマリー・マカーニー　訳　西田　佳子
999ひきのきょうだいのおとうと
　� �文　木村　研　絵　村上　康成
あめふり
　� �さとう　わきこ　さく・え
ほら、ここに
　� �さく　オリヴァー・ジェファーズ
� やく　tupera�tupera

トルストイ

イワンの
ばか
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孫
娘
成
人
式
に
晴
着
き
る
は
る
菜
は
白
百
合
み
の
り
は
椿	

大
塚
シ
ズ
子

明
け
方
に
ぶ
つ
ぶ
つ
音い

っ
て
る
炊
飯
器
雲
の
ご
と
く
の
湯
気
吹
き
上
が
る	

川
原
　
涼
子

紅
色
の
セ
ー
タ
ー
胸
に
あ
て
て
訊
く
似
合
い
ま
す
か
と
鏡
の
わ
れ
に	

北
澤
喜
美
子	

新
し
い
鉢
に
移
せ
し
パ
ン
ジ
ー
の
根
づ
か
ぬ
ま
ま
に
細
く
な
り
た
り	

工
藤
　
明
子

新
型
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
身
は
す
く
み
つ
つ
会
合
に
行
く	

栗
﨑
　
廉
子

今
一
度
リ
リ
ー
マ
ル
レ
ー
ン
聞
き
た
く
て
Ｃ
Ｄ
探
し
を
頼
む
こ
の
春	

津
出
ト
ヨ
子

消
せ
ぬ
名
は
サ
行
の
欄
の
中
程
に
指
で
な
ぞ
り
て
閉
じ
る
携
帯	

冨
永
　
照
代

眩
し
さ
が
皺
を
作
る
と
知
っ
て
い
て
も
洗
濯
干
場
の
青
空
が
好
き	

橋
本
ユ
キ
子

侘
助
の
桃
色
の
花
咲
き
誇
り
記
念
に
植
え
し
母
の
恋
し
き	

林
　
ひ
ろ
み

渋
谷
駅
交
差
点
に
ハ
チ
公
は
片
耳
折
り
て
静
か
に
立
て
り	

本
住
　
晴
美

わ
が
言
葉
聞
く
耳
持
た
ず
四
十
二
年
夫
は
カ
レ
ー
に
ソ
ー
ス
を
か
け
る	

山
下
せ
い
子

かしまの文化

日本画 絵手紙

　　磯田　順子さん（上島）
「ひともじのぐるぐる」

清
㟢　

富
子（上

仲
間
）

田
上　

琉
衣
さ
ん
（
嘉
島
東
小
６
年
）

「
観
音
さ
ま
を
引
く
娘
」

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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１日 ・庁内常会、課長会議　・会計年度任用職員辞令交付
 ・辞令交付式　・熊本県町村会辞令交付式　
 ・上益城地域振興局来庁応対　・教職員転入者来庁応対
 ・上益城広域連合辞令交付式　・交通指導隊長来庁応対
２日 ・新型コロナウイルス感染症緊急経済対策に関する要望
３日 ・北九州市、佐賀県への長期職員派遣に対するお礼
６日 ・課長会議　・上益城消防組合来庁応対
 ・天草市への長期職員派遣に対するお礼
７日 ・自治功労者表彰伝達式
 ・熊本県防犯協会連合会来庁応対　
 ・かしま広域農場農業生産資材格納庫起工式
 ・おひさまリリー保育園来庁応対
 ・熊本銀行頭取来庁応対
９日 ・嘉島西小学校入学式　・嘉島中学校入学式

10日 ・春の全国交通安全運動町内巡視
 ・かしま幼稚園開園式、入園式
13日 ・課長会議
14日 ・熊本地震犠牲者追悼式
 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設整備促進協議会事務局来

庁応対
15日 ・消防団辞令交付式および幹部会議
16日 ・JAかみましき来庁応対　
17日 ・自衛隊家族会役員会　・区長会議
 ・熊本県町村会臨時評議員会

20日 ・課長会議
 ・株式会社ヒライホールディングス来庁応対
22日 ・嘉島町進出企業連絡協議会役員会
23日 ・地方制度調査会６団体ヒアリング
24日 ・高齢者相談員辞令交付式
 ・熊本県教育長来庁対応
 ・熊本県健康福祉部政策審議官来庁対応
27日 ・課長会議

４月の
　　 町長の動き

荒木町長談

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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４
月
10
日
現
在

　

別
れ
と
出
会
い
の
春
―
町
も
新
年
度
か
ら

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
新
規
採
用
の
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
「
活
力
と
う
る

お
い
に
満
ち
た
水
の
郷
（
さ
と
）」
づ
く
り

に
尽
力
い
た
だ
く
ベ
テ
ラ
ン
の
再
任
用
職
員

も
健
在
。〝
チ
ー
ム
嘉
島
〟
の
新
た
な
陣
容

が
整
い
ま
し
た
。

　

掛
け
替
え
の
な
い
命
に
関
わ
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
阻
止
の
緊
急
事
態
宣
言
を

受
け
、
町
も
「
嘉
島
か
ら
感
染
者
を
出
さ
な

い
」
よ
う
に
厳
戒
態
勢
。「
感
染
症
と
の
闘

い
」
で
は
何
げ
な
い
日
常
、
日
々
の
暮
ら
し

の
あ
り
が
た
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　

水
の
郷
は
、
こ
れ
か
ら
も
合
言
葉
の
「
活

力
と
う
る
お
い
」
を
豊
か
に
創
出
し
て
い
き

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
は
予
断
を
許
さ

ず
、
国
も
地
方
も
財
源
は
限
ら
れ
ま
す
。
こ

こ
は
〝
チ
ー
ム
嘉
島
〟
に
と
っ
て
知
恵
の
絞

り
ど
こ
ろ
。
柔
軟
な
発
想
が
魅
力
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
面
々
も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

（
５
月
１
日
）

この春、入庁した新規採用の町職員に辞令を
手渡す荒木町長

意

輪

新年度初の町区長会議で「住んで良かった」
町づくりへの協力を要請

一般寄付
　嘉島西小学校
　　　ボランティア委員会　様

嘉
島
西
小
の
入
学
式
で
新
入
生
た
ち
に
語
り
掛
け
た
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４
月
の
人
事
異
動
で
広
報
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
人
暮
ら
し
を
始
め
て
早
３
年
。

自
炊
も
少
し
ず
つ
上
達
し
て
き
ま
し

た
。
一
方
、
カ
メ
ラ
は
ま
る
っ
き
り

初
心
者
で
す
が
、「
み
な
さ
ん
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
紙
面
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
多
く
の
方
に
読
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
桃
）

☎

　
嘉
島
町
の
小
中
学
３
校
は
４
月

９
日
、
そ
ろって
入
学
式
。
今
年
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
、
在

校
児
童
・
生
徒
の
参
加
は
見
合
わ

せ
ら
れ
て
原
則
、
マ
ス
ク
着
用
。

　
そ
れ
で
も
新
入
生
を
迎
え
る
各

校
の
思
い
は
変
わ
る
こ
と
な
く
同

じ
。
式
典
に
唯
一、
列
席
を
許
さ

れ
た
在
校
児
童
・
生
徒
の
代
表
は

そ
れ
ぞ
れ
温
か
な
思
い
あ
ふ
れ
る 

歓
迎
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。＝

写
真
は
上
か
ら
新
入
生
に
エ
ー
ル
を

送
っ
た
嘉
島
中
の
石
坂
音
羽
さ
ん
、

東
小
の
橋
本
夏
未
さ
ん
、
西
小
の
金

子
夏
歩
さ
ん

嘉島町の人口動態
令和２年４月27日現在

（前月比）

人   口 9,682 人　

　男　　 4,710 人　

　女　　 4,972 人

世帯数　 3,739 世帯　（＋15）

　（＋11）

　（＋16）

　（＋27）

嘉
島
中
入
学
式
に
マ
ス
ク
姿
で
入
場
す
る

新
入
生
た
ち

 

『日本に春が来るように』
河原　君代さん（井寺）

ちぎり絵
今月のコレクション

♪じぃじ、ばぁば、大好き！いつもありがとう。
ご両親：鳥井　信一さん、晴代さん（井寺）

田端　龍海（たつみ）くん　　４歳
　　　翔馬（しょうま）くん　２歳
　　　颯樹（そうき）くん
　　　　　　令和２年１月18日生

♡なかよし３兄弟！みんなでいっぱい遊ぼうね。
ご両親：田端　文博さん、仁美さん（三郎無田）

鳥井　幸代（さちよ）ちゃん　５歳
　　　英一（えいいち）くん　３歳
　　　光信（みつのぶ）くん
　　　　　　令和元年９月22日生

「すくすく笑顔」掲載希望者を募集しています。総務課広報係に写真を
持参いただくか、メールでご応募ください。メールの場合は、写真を添
付し、氏名、生年月日、コメントを入力のうえsoumu@town.kashima.
kumamoto.jpに送信してください。

お断り　前号「広報かしま」４月号の本欄「すくすく笑
顔」で、ご紹介した〝すくすく嘉島っ子〟２組のコメン
トが入れ違っていました。このため再掲しました。

マスク姿…変わらぬ歓迎の思い


